
簡単に着脱できるマグネット式にして、
留め金を無くしました。多彩なカラー
と素材展開で、どんなスタイルにも対
応できます。

http://www.sunchalaine.com
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家庭用永久磁石磁気治療器

ULTRA Neo®は当社の登録商標。商品は当社の特許製品。模倣行為は違法であり、禁止。
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東京都台東区上野5-16-16 天美ビル3階
TEL:03-3836-5800　FAX:03-3836-5850
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　シチズン時計㈱は、11月5日に開催
された「秩父宮賜杯 第49回全日本大
学駅伝対校選手権大会」のオフィシャ
ルタイマーを17年連続でつとめ、一昨

年大会より試み
ているiOSアプリ
「RunGraph」
で、参加チーム

のランニングデータを独自のデザイン
でグラフィック化した記念Tシャツを完
走した出場チーム全てに副賞として提
供し、大会を盛り上げた。選手が区間
順に並ぶと、そのチームがつないだ襷
の軌跡が表現される。

　日本では、1970年代から2000年頃
まで、特に1990年代を中心に、デビア
スグループのスローガンとして使用さ
れた「A Diamond is Forever」が、今
年で70周年を迎えている。

　このスローガンが誕生したのは
1947年。デビアスグループの当時の広
告代理店（米国）N.W.Ayerの若きコ
ピーライターFrances Gerety氏に
よってもたらされた。
　時を超えて輝き続けるダイヤモンド
と、ダイヤモンドが象徴する「愛」の永
遠性を結びつけ、消費者の感情に訴え

かけたこのコピーは、以後34カ国語に
訳され、70年経った今も色あせること
なく、ダイヤモンドの普遍の魅力を伝え
続けている。
　また、映画や音楽といったポップカ

ルチャーにも影響を与
え、1999年、米国の広
告専門誌「アドバタイジ

ング・エイジ」によって「20世紀で最も
偉大なスローガン」に選ばれた。
　現在は、デビアス グループのダイヤ
モンドブランド「フォーエバーマーク」
によって受け継がれている。広告や
TVCMにも登場し、いつの時代も変わ
らぬ「ダイヤモンドの夢」を伝え続けて
いる。

今年もシチズンが大学駅伝を応援
データを用いた記念Tシャツに注目

「ダイヤモンドは永遠の輝き」

（たかの耕一:tagayasu@xpoint-plan.com）

　

２
０
１
７
年
の「
新
語
・
流
行
語
大
賞
」の
30
の
言
葉
が
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。新
語
・
流
行
語
に
は
、二
つ
の
理
由
で
興

味
が
あ
る
。一つ
は
、世
相
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
だ
。時
代
が

見
え
る
。二
つ
目
は
、人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
距
離
感
が
ち
が

う
か
ら
お
も
し
ろ
い
。自
分
の
暮
ら
し
と
の
距
離
感
、感
覚
的

な
間
合
い
、そ
れ
が
そ
の
人
の
価
値
観
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り

ち
が
う
。

　

例
え
ば
、元
豊
田
議
員
が
秘
書
を
の
の
し
っ
た
例
の
言
葉
、

「
ち
ー
が
ー
う
ー
だ
ー
ろ
ー
」が
あ
る
。一つ
ひ
と
つ
の
音
の
間

を
伸
ば
し
て
い
る
の
は
、彼
女
の
し
ゃ
べ
り
言
葉
を
、文
字
で
表

そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
。文
字
の
臨
場
感
だ
。こ
れ
一
つ
を

と
っ
て
も
、い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
飛
び
交
う
。ど
こ
か
の
だ
れ
か

は
、「
こ
の
言
葉
よ
り
、こ
の
ー
ハ
ゲ
ー
の
ほ
う
だ
ろ
」と
言
う
。

う
ん
、ま
あ
、だ
れ
も
が
そ
う
思
う
だ
ろ
う
。な
ぜ
、「
こ
の
ー
ハ

ゲ
ー
」で
は
な
く
、こ
っ
ち
に
し
た
の
か
。も
し
か
し
た
ら
、選
考

委
員
連
中
に
忖
度
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。世
の
中
、髪
が

薄
く
て
悩
ん
で
い
る
人
は
大
勢
い
る
。そ
れ
を
考
え
る
と
、わ
た

し
で
も
忖
度
す
る
だ
ろ
う
。だ
か
ら
、「
ち
ー
が
ー
う
ー
だ
ー

ろ
ー
」に
決
め
た
。な
る
ほ
ど
ね
。と
こ
ろ
が
、ち
が
う
だ
れ
か

が
、「
だ
い
た
い
が
、こ
の
言
葉
っ
て
、新
語
か
？
流
行
語
か
？
」と

言
う
。そ
う
か
。世
相
と
い
う
観
点
か
ら
は
う
な
ず
け
な
い
こ
と

も
な
い
が
考
え
て
み
れ
ば
、新
語
で
も
流
行
語
で
も
な
い
。

　

わ
た
し
は
、明
る
い
こ
と
明
る
い
人
が
好
き
で
、暗
い
こ
と

や
暗
い
人
が
苦
手
だ
か
ら
、今
度
の
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の
な
か
で

は
、「
ひ
ふ
み
ん
」と「
藤
井
フ
ィ
ー
バ
ー
」が
好
き
だ
。将
棋
の

世
界
だ
。「
ひ
ふ
み
ん
」と
は
、加
藤
一
二
三
の
こ
と
で
、「
藤
井

フ
ィ
ー
バ
ー
」の「
藤
井
」と
は
、プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
29
連
勝
と

い
う
と
ん
で
も
な
い
記
録
を
つ
く
っ
た
天
才
藤
井
聡
太
の
こ

と
だ
。本
来
、「
ひ
ふ
み
ん
」こ
そ
天
才
の
な
か
の
大
天
才
だ
。そ

の
大
天
才
と
デ
ビ
ュ
ー
戦
の
場
を
与
え
ら
れ
た
時
点
で
、藤

井
に
は
強
運
が
あ
る
。そ
し
て
、勝
っ
た
。も
は
や
天
真
爛
漫
と

い
う
し
か
な
い
ほ
ど
の
純
粋
な「
ひ
ふ
み
ん
」は
、「
強
い
ね
え
」

と
驚
愕
の
目
で
感
動
し
、「
わ
た
し
以
来
の
天
才
で
す
」と
笑
っ

た
。「
ひ
ふ
み
ん
」は
、頭
の
回
転
も
よ
く
、非
常
に
高
度
な
頭

脳
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、口
が
つ
い
て
行
か
な
い
。頭
脳
の
働
く

速
度
に
、口
の
速
度
が
つ
い
て
行
け
な
い
。ち
ょ
っ
と
吃
音
ぎ
み

で
し
ゃ
べ
る
。ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
彼
は
、朝
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組

で
、大
声
で
賛
美
歌
を
歌
う
。か
た
や
藤
井
も
、中
学
生
と
は

と
て
も
思
え
な
い
冷
静
さ
が
、こ
れ
も
大
き
な
共
感
を
呼
ん

だ
。実
際
に
は
、相
当
に
苦
し
ん
で
い
た
が
、マ
イ
ク
を
向
け
ら

れ
る
と
、大
人
以
上
の
受
け
応
え
で
、天
才
ぶ
り
を
発
揮
し

た
。嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

あ
と
、「
９
．９
８（
10
秒
の
壁
）」も
、い
い
。深
い
理
由
は
な

く
、桐
生
祥
秀
選
手
が
達
成
し
て
く
れ
た
こ
と
も
、な
ぜ
か
嬉

し
い
。と
こ
ろ
で
肝
心
な
、「
忖
度
」で
あ
る
。政
治
の
話
は
好

ま
し
く
な
い
が
、今
回
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
ほ
し
い
。「
忖
度
」の
意

味
は
、「
他
人
の
気
持
ち
を
お
し
は
か
る
こ
と
」で
あ
る
。他
人

の
気
持
ち
を
お
し
は
か
っ
て
、な
に
が
悪
い
ん
だ
、と
思
う
。日

本
維
新
の
会
の
松
井
代
表
が
、「
よ
い
忖
度
と
悪
い
忖
度
が
あ

る
」と
言
え
ば
、民
進
党
だ
か
共
産
党
の
あ
る
議
員
は
、「
忖

度
に
い
い
悪
い
な
ん
か
あ
る
か
」と
、一
喝
。そ
こ
で
、大
手
企
業

の
役
員
に
聞
い
て
み
た
。「
い
い
悪
い
は
と
も
か
く
、企
業
は
忖

度
だ
ら
け
で
す
よ
」と
、意
味
あ
り
げ
に
笑
う
。そ
う
だ
ろ
う
、

他
人
の
気
持
ち
を
お
し
は
か
ら
な
け
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
は
成
り

立
た
な
い
。そ
し
て
、気
に
な
る
の
は
、「
ａ
ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
」

だ
。こ
れ
は
、新
語
・
流
行
語
と
し
て
気
に
な
る
と
い
う
よ
り
、

こ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
ほ
し
い
だ
け
で
あ
る
。「
お
い
、テ
レ
ビ
つ

け
て
く
れ
」「
は
い
」「
お
い
、暖
房
つ
け
て
く
れ
」「
は
い
」「
お
い
、

コ
ー
ヒ
ー
沸
か
し
て
く
れ
」「
は
い
」。素
晴
ら
し
い
。も
は
や
天

下
無
敵
だ
。来
月
12
月
初
め
に
ベ
ス
ト
10
が
発
表
さ
れ
る
。優

秀
者
は
表
彰
さ
れ
る
。不
謹
慎
だ
が
、「
ち
ー
が
ー
う
ー
だ
ー

ろ
ー
」が
入
賞
し
、元
豊
田
議
員
に
出
席
し
て
ほ
し
い
。本
年

最
高
の
コ
メ
デ
ィ
と
な
る
だ
ろ
う
。

高野 耕一 No.332

新語・流行語大賞を、忖度する。
【11月14日】
◆インド：Diwali休暇から企
業が徐々に戻る中、市場は静
か。
　1ct、G-J、VS2-SI1、3EX、
蛍光無しのダイヤ需要が堅
調、特にすべてのサイズで良
質のSIが求められている。
　Diwali以降、工場が引続
き閉鎖しているため研磨量が
減少している。
　原石市場は静か。D e - 
Beersサイトは小規模で、カッ
ターは在庫を減らし収益性を
高めることを目指している。

◆香港：ダイヤモンド市場は
安定している。
　消費者は手頃な価格帯でより良質
の商品を探しており、ファンシーシェー
プの小売需要が改善。

◆11月8日付のRapNet Diamond 
Index（前月比、D-H、IF-VS2）、一部
を除き改善。

　 平 均 価 格は 1 . 0 c t が
+1 . 4%、2 . 0 c tと1 . 5 c tが
+1 . 3%と上昇、他0 .5 c tと
0 . 3 c t が + 0 . 8 %、3 c tが
+ 0 . 6 %と微増。0 . 7 c tが
-0.3%と下落。
　ベストプライスは3.0ctが
+4.5%と急上昇し他は微増、
0.7ctが-0.7%と下落した。

◆10月のベルギー研磨石輸
出が増加。
　Antwerp Wor ld  Dia -
mond Centre（AWDC）によ
ると、10月のベルギーの研磨
石輸出は8億1,790万ドルで
前年比6%増加。重量ベース

では406,065ctと4%減少した。
　一方輸入は7億8,730万ドルで1%
減少、原石の輸入は9.43億ドルと1%
増加。
　同輸出は8.32億ドルとなり15%増
加した。

［提供 : ㈱ネットジャパン http://www.net-japan.co.jp/market/2017//11/si_1.html］

Rapaport® Diamonds.net等より一部抜粋

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
市
況
概
況

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
市
況
概
況

良
質
の
S
I
需
要
高
ま
る
、

カ
ッ
タ
ー
は
在
庫
量
を
減
ら
し
収
益
性
を
重
視

『キャッシュレス決済への対応』

www.mmjp.or.jp/UENO-JMI

上野延城の
「時流」「対応」のビジネスに役立つヒント

　日本は海外に比べると現金主義と
言われてきたが、近年はキャッシュレ
ス化が進んでいる。　
　これまで現金払いが当たり前だっ
たお寺や山小屋にも、キャッシュレス
決済の動きが広がっている。
　利便性向上と消費喚起のため政府
もキャッシュレス決済の普及に力を入
れている。
　2027年までに決済比率を４割にす
る目標である。
　訪日外国人の増加も相まって、加速
度的に広がっていきそうである。
　国内のキャッシュレス決済は現在
約2割なので、10年で倍増させる計画
である。
　野村総合研究所によると14年度の
キャッシュレス決済サービスでもっとも
利用されているのは、クレジットカードで
47兆円、次はコンビニ収納代行の9.7兆
円、３番目は電子マネーの４兆円である。
　一方で、現金による決済は、87.2兆

円もあり、キャッシュレス決済サービス
の合計額をいまだ上回っている。

　今後キャッシュレス決済を普及させ
ていくためには、個別企業による創意
工夫に加えて、キャッシュレスを実現し
ていくという方向性を社会全体で共
有させることが重要になる。
　近い将来本格的なキャッシュレス
社会になることが予測される。
　キャッシュレスの対応を怠ると、お客
様から敬遠される時代が目の前に迫っ
ていることを認識しなければならない。
　消費者がどんどんキャッシュレスに
なっていくと、現金決済しかしないお
店では買い物をしなくなる。
　キャッシュレスとは現金の電子化と言
われている。最近では財布を持たなくて
もスマホさえあれば買い物や飲食がで
きる時代が始まっている。時代の流れを
掴み、その時代に即した対応に取り組ま
なければ生き残ることはできない。

145

ただひたすら会社勤めに精を出して、
家を買い、家庭を営み、子供を育て上
げて一生をつつがなく終える無名の大
衆の底光りのする「我慢の精神」こそ自

然と頭が下がるほど尊く偉いものだと
思える。
　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　 cosmoloop.22k@nifty.com

　「よくよく考えたが、俺たちが金持ち
になるのは資産家の金を奪うしかな
い」。連続殺人事件のネット記事を読
んでいたら、犯人のこんな供述にぶつ
かった。強盗も殺人も肯定するわけで
はないが、この供述は世の中の仕組み
の核心をついている。
　一介のサラリーマンが、生涯に賃金
として得る収入はおおよそ２億円。結婚
して子供を育てるとして、日々の生活
費、住宅ローン、教育費などのランニン
グコストを差し引くと、定年後に手元に
残る資金は、年金と預貯金と退職金と
いうことになる。順風であれば老後の
生活は成り立つであろうが、住宅ロー
ンの残債や家族にまつわる思わぬ出
費、退職金の多寡によっては不安定な
生活を強いられる。正社員でさえそう
であるなら派遣労働者を象徴とする社
会的貧者であれば、一生働けど働け
ど、楽な生活にはたどり着かないように
なっている。
　額に汗して働くことが尊いという社
会的イデオロギーはこの国に浸透して
いるが、社会の中に労働者として組み
込まれてしまえば、賃労働奴隷の如き
もので、その道筋の中ではどうあがいて
も資産家になれる可能性というのはほ
ぼゼロに等しい。
　では世の中にお金持ち、資産家と言
われる人達はどうしてそこに辿りつい
たかと言えば、大概はその家そのもの
が元から資産家でそれを受け継いだ
事例が圧倒的に多いと思われる。数字
的な裏付けがあるわけではないが、自
分の生活圏をぐるっと見渡してみれ
ば、資産家というのはそういう人たちで
ある。金持ちはいつまでも金持ちで、貧
乏人はいつまでも貧乏人であってこの

構造はがっちりと作られた枠組みと言
うしかない。だから資産家というのは己
一代で築き上げた一握りの人達を除
けば、労せずして資産を手に入れた人
達ということになる。凡庸であっても創
業者の株式を相続すればそれだけで
大会社の社長のイスに座れる。あるい
は資産家に嫁するか婿養子に入り込
めば、資産家の列に並ぶのである。政
治家にしても２世３世が活躍している
が結局は代々からの資産が力の源泉
になっている。生まれ落ちた地点が分
かれ目、馬鹿馬鹿しいほどの不公平だ
がそれが現実。
　そのもともとの資産がどうして作られ
たかと言えば、すべてがすべて公明正
大とは言えないであろう。国有財産を
二束三文で払い受けたり、農民の無知
に付け込んで土地を巻き上げたり、牛
馬のごとく労働者を働かせて蓄財した
り、法の網をかいくぐるペーパーカンパ
ニーによる脱税だったり、地位を利用
したインサイダーがらみの売却益だっ
たり、特殊法人を渡り歩いてその都度
退職金をせしめたり、目端の利く男達
の悪業は多々あろうが、人の評判も一
代限り。時がたてば資産と資産家の名
声だけが残る。徒手空拳からのし上が
る手法はそうきれいごとではないことは
田中角栄の金脈がよく表している。
　貧乏人の恨みつらみの如き文章に
なったが、資産家なるものは本当は大
したことはないのだと言ってみたかった
だけである。地域社会であれば資産家
は社会的名士、社会的有力者、として
の衣をまとい一目も二目もおかれ一般
人はついへりくだるが、よくよく見てみ
ればただ運よく生まれついただけの神
様のいたずらにすぎないともいえる。
　が、同時に親からの何の支援もなく

誰でもが成れる
わけではない

（4）　　2017年（平成29年）11月15日　　 （昭和25年2月28日第3種郵便物認可）　 第2347号

資産家なるものの虚実
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